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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・兼田　喜代治様～本日10：00、秋田県の横手興生病院の受け入れ態勢が整った為退院となっています。退院時処方はなく、持参薬のみとなっています。

・本多　富美　様～本日14：20、症状鎮静好転化・療養環境の調整及び自主性・自立性の確立の為、東Ｄユニットから西Ａユニットへ転入となっています。部屋は44号室となっています。

・本田　英之　様～本人より二泊での外泊希望聞かれていましたが、現状としては生活リズムの乱れが見られ、本日の昼食時では居眠りされ時間を守ってレストランへ移動する事が出来ていない状態です。本人へ指摘するも、「退院したら早く起きれます。」と話し、認識の薄さが伺えています。生活リズムを整える為のリハビリを優先する事を本人へ説明し、二泊の外泊から一泊二日の外泊へと変更しています。御家族（母）様へはその旨を説明しており、外泊予定日は7/9の9：00～17：00となっています。外泊前後の生活リズムの状況を確認し乱れている場合には適宜

　　　　　　　　　指摘し、生活リズムを整える必要性について認識して頂くようにしましょう。

・木部　房子　様～本人より自己服薬管理希望が聞かれており、自己服薬管理を行っていく方向で検討しています。担当スタッフは早急に準備を進めてください。

・庭野　弘樹　様～疾病及び服薬に対する認識を深め、症状管理を行う必要性があると

　　　　　　　　　思われますので自己服薬管理を検討していきます。担当スタッフは準備を進めて下さい。

＜ＳＷからの情報＞

・船場　幸子　様～障害年金の現況届がハガキにて届いています。本人へ名前と住所を記載して頂き、切手を貼って病棟のポストへ投函してください。又、本人の処理能力を把握するためどこまで本人が出来るかを確認し、必要であれば介入していきましょう。

＜作業報告・検討＞

・哘　政広　様～7/1より作業導入となっています。本人より、退院後は就職したいとの希望が聞かれており、仕事に対応できる体力を身につける事を目標としています。作業内容としては、仕事に役立つと話され、パソコンを行っており、正確性・集中力・持続力が保つ事が出来るよう取り組んでいきます。又、本人より「いじめていないのに他の人が、自分にいじめられたと話していた」と話しています。要点のみではなく、話したい内容を全て伝えようとする傾向があり、他者からしつこいと言われた経緯もある事から、周囲と上手く交流を持つ事が出来ない様子が伺えます。共同作業を通して集団へ適応し、不満があった場合は自己洞察できるよう関わっていきます。

・米田　達郎様～7/1より作業導入となっています。オリエンテーションでは、会社を経営しており、社員と上手くコミュニケーションが取れず又、母との折りあいが合わず、ストレスが溜まっていた事を話されています。作業中の様子としては表情の硬さが見られており、理由について西病棟の長谷川様と東病棟の和田様を意識した様子が伺えます。「自分は精神障害者ではないから自分が我慢する。」「気にしていない。」との発言が聞かれており、自身の疾病に対する認識や入院し治療を行っているという意識の薄さが伺えます。作業中のトラブルに注意しながら、他者と上手に交流が持てる事を目的とし、自己洞察出来るよう関わっていきます。

・菅井　浩子様～最近では、身体不調の訴え聞かれ、途中退席の希望が聞かれています。見学のみを促すと応じる事は出来ており、調子によっては最後まで参加する事が出来ています。引き続き身体不調聞かれた場合は病棟へ戻って休んで頂く事とし、作業へ短時間でも参加出来るよう関わっていきます。

・曽我　正子様～作業へ取り組む事は出来ていますが、時折自己解釈し作業内容が逸脱する事があり、スタッフの介入にも応じる事が出来ない時があります。又、特定患者様への干渉が見られており、自分で作った作品をあげてしまう事がありました。今後服薬調整を行う予定です。引き続き服装や作業内容の変化を確認しながら、適切な行動が出来るよう関わっていくことと

　　　　　　　　します。

・畑山　勝司様～主治医より、週に一回の共同作業参加の指示があり、先週から小グループにて参加して頂いています。始めはやや他者と距離を離しながら行っていましたが、徐々に自分の考えた事を話し、作業を進める事が出来ています。引き続き小グループ参加を継続していき、必要なことをスタッフや他患者様へスムーズに伝える事が出来るよう援助していきます。又、夜間遅くまで病棟にて編んでるせんを行っています。一つの作業に執着する事のないよう、徐々に違う作業内容に移行出来るよう関わっていきます。又、夜間遅くまで病棟にて編んでるせんを行っている場合は適宜声を掛け、睡眠などに支障をきたすことのないようにしていきましょう。

・北山　幸博様～西病棟への転入前に比べると、やや口数の多さが認められていますが、多弁さはありません。東病棟へ転出した時の自分の言動について気にしている様子が伺えているものの作業自体には集中する事出来ています。引き続き作業中の様子の変化に注意していきます。

※作業スタッフより

　・作業にて、空いた紙パックを使用する予定となっています。持っているスタッフは提供をお願いします

　・7月より、新しく美術クラブ・仕事クラブと作業内容が増えました。目的・内容については病棟に配布している説明書を確認してください。西病棟はディスクマットに保管しています。今月は試行期間としています。

＜転入患者様情報＞

・本多　富美様（36）　アルコール依存症・人格障害　任意入院

　　　　　　　　　　　　　　担当医：院長　担当ＳＷ：泉　担当Ｎｓ：鶴ヶ崎・三和

（入院歴）当院入院回数6回・・・精神科入院5回

（入院後の経過）

療養環境変更の為、平成17年2/1に東Ｄユニットから西Ａユニットへ転入。アルコールプログラム終了後は、体重減量を目的とした運動療法・栄養管理指導を行っていた。同年3/25～3/26の外泊帰院時に、今後についての不安を理由とし酒臭・ウイスキーを持参している。又、朝食及び昼食後の薬が未服用となっており主治医・チーフに報告後東Ｄユニットへ転棟となっている。転棟後は今後についての不満聞かれる事があるものの、反省の弁が聞かれていた（飲酒についての反省の言葉は確認していない）。以後、各プログラムへ対しては参加の遅れがあるものの、拒否無く行う事は出来ている。退院へ向け、主治医・ＳＷと共に支援治療計画書を作成及び体重減量の為、本人と共にダイエットプランを作成しており、4月下旬からは外泊訓練を月一回実施している。（日時は本人とご家族が話し合い、都合の良い日を設定）7/9青明舎へ見学予定としており、泉ＳＷが付き添うこととしている。その後外泊予定となる。

食事形態：軽食

皮膚科処置：なし

作業・リハビリプログラム：Ｂグループ

（今後のケア方針）

・月に一回の割合で外泊訓練を実施しています。本人・御家族様と話し合い、外泊予定日について話し合っていきます。次回の外泊予定日は7/9の10：00～7/10の16：00となっています。又、外泊時の過ごし方としては、自室にて閉じこもっている事が多いとの事なので、自宅での過ごし方について計画していく必要があります。

・外泊帰院時では酒臭は確認されていませんが、ご家族より部屋で閉じこもっている事が多く、飲酒しているかもしれないとの情報が聞かれています。又、7/5の時点で体重95.9ｋｇと増加傾向にありますが、嗜好品の持ち込みの多さが見られています。外泊帰院時は酒臭の確認と嗜好品の持ち込み状況について確認し、多量の場合は体重管理をしている事を伝え御家族様へ返却するようにしましょう。又運動療法も定期的に実施出来るよう内容を本人と話し合いながら検討していくこととします。栄養指導も導入を検討し、生活習慣改善と体重管理の必要性について認識出来るよう全スタッフが統一して関わりをもっていく必要があります。

